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［主な成果］

・IH電磁調理器等から発生する中間周波磁界の生物影響について、「細胞用中間周波磁界曝露装置」を用いて、

細胞レベルの遺伝子への影響を調べるために哺乳類細胞を用いた試験を行い、磁界の影響がないことを明ら

かにした。

・動物個体の発生への影響を調べるため、商用周波での研究例が多い鶏胚を用いて鶏胚の器官成長期の曝露試

験を行い、磁界の影響がないことを明らかにした。

B．基盤研究課題

基盤研究課題について、課題の全期間にわたる目的および平成18年度の主要な研究成果を以下に示す。

1．社会経済研究所
電気事業経営の分析と支援

［目的］

電気事業者が競争環境に的確かつ迅速に対応できる経営戦略を立案、遂行するために必要な、情報、ノウハ

ウ、モデル等を総合的に提供する。

［主な成果］

・近年着目されるエネルギー関連事業集中戦略について日米欧の事業者のデータを用いた定量的な検証を行い、

エネルギー関連事業への集中度が高い方が技術・コスト面の財務効率性が高い傾向にあることを明らかにした。

・企業の特許出願のうち、他者との共同出願の割合を推定する統計モデルを構築し、研究開発費や企業規模と

の関係を定量的に示すとともに、自由化後に単独出願の割合が増加していることなどを明らかにした。

地方分権下の経済・社会動向分析

［目的］

地方分権、消費税改革など国・地方の行財政制度の変更およびエネルギー・環境政策の変化が電力各社の経

営基盤となる、わが国のマクロ・地域経済に与える影響を明らかにする。

［主な成果］

・都道府県行政サービスの水準が現行どおりであることを前提とした場合の道州内人口一人当たり行政支出の

変化を1980～2000年の都道府県データを用いて分析した結果、同支出を最小化する統合後の人口規模は、

歳出額でみると610万人程度、基準財政需要額で820万人程度であることを明らかにした。

・市町村毎の里山バイオマスに関して調査した結果、全国の人工林では年間593万トン（ton/年）、薪などの

採取を行っていた森林（二次林）では年間493万トン、家畜用飼料などを採取していた草原（二次草原）で

は20万トンの賦存量があること、賦存量が少なくても活用主体や支援人材の存在によって利用可能性が高

まることなどを明らかにした。

社会的信頼向上とコミュニケーション方策

［目的］

電気事業の信頼構築と社会とのよりよい関係づくりのために、コミュニケーション活動が組織の社会的信頼

に与える影響を解明し、リスクコミュニケーション手法の分析や効果の評価手法を構築する。

［主な成果］

・一般市民（30名）への個別インタビュー調査の分析から、「プルサーマルの必要性とその効果を明確にした

情報が、分かりやすさや情報の十分さ、信頼感、納得感の評価を高めること」、「リスクを含む情報は不安感

を高めたが、原子力に懸念を持つ人にとっては信頼できること」などを明らかにした。

・さらに、プルサーマル説明会の実施状況の調査、電力社員の意識調査の結果を踏まえ、電力社員向けのリス

クコミュニケーション・ガイドラインを試作した。

長期エネルギー需給シナリオと技術評価

［目的］

個別の技術評価研究および社会経済的な要因に基づくエネルギー需給シナリオを作成し、3Eを満たす持続



可能なエネルギー政策について分析・提言する。

［主な成果］

・エネルギー需要部門の急速な技術進歩や少子高齢化の進展などの動向に基づき、2100年までのエネルギー

需給シナリオを作成し、増加する電力需要をどのようなエネルギー供給方式によって賄うかにより将来の

CO2排出量に大きな違いが生じることを明らかにした。

・首都圏および寒冷地において、ヒートポンプ給湯器と小型ガスエンジン・コージェネレーションシステムの技術・

経済条件について実測負荷データを用いて分析し、ヒートポンプ給湯器の方が安価になる条件を明らかにした。

2．システム技術研究所
系統解析・安定性評価

［目的］

電力系統の安定性、運用の透明性・経済性を確保するための系統解析技術の高度化、オンライン系統運用支

援技術の開発などを通じ、効率性と安定性を両立させた系統運用に寄与する系統基盤技術の維持・発展に資する。

［主な成果］

・瞬時電圧低下発生時の各測定地点の電圧低下分布データから、比較的良好な精度で故障点を標定できる手法

を開発した。

・オンライン安定性評価のために重要となる外部系統縮約について、シミュレーション波形分析と固有値解析

から、発電機の動揺モードについても精度よく再現できる縮約手法を開発した。

風力発電の系統影響評価

［目的］

風力発電の系統影響の的確な評価および軽減のために、風力発電の系統解析モデルの開発、気象面から見た

風力発電の出力変動の特徴抽出、出力平滑化用の蓄電池制御技術の開発を行う。

［主な成果］

・風力発電機の動特性解析用の原動機モデルの調査を行い、固定速機を対象とした解析モデルを試作した。

・気象モデルに統計的手法を組み合わせた風力発電予測において、モデル出力を時間スケール別に分けて補正

する方法を考案し、精度向上に有効であることを示した。

系統監視・制御ネットワーク

［目的］

広域の系統状態情報をオンラインできめ細かく収集し、平常時や事故時等に高速に制御を行える制御通信

ネットワークの基本技術を開発する。

［主な成果］

・設備の監視制御・保全用データの構成や伝送機能について、現状システムと同等の性能を持ち、運用・保守

コスト削減効果の高い、当研究所で開発した分散リアルタイムネットワークアーキテクチャ（DRNA）へ

の移行シナリオをとりまとめた。

・水平分散型やプラグアンドプレイ方式等の概念を適用した広域系統監視・高速制御ネットワークの概念設計

を行った。

通信基盤技術

［目的］

電力会社における電気設備の保全業務運営に必要な通信基盤技術を確保し、将来の電力用通信システムの制

御技術・伝搬特性解析技術を確立する。

［主な成果］

・変電所設備の状態情報を収集する無線センサネットワークを通信環境に応じて高信頼度に構築するため、分

散配置された無線センサ端末間の通信特性を自動測定するプログラムを作成した。

・無線基地局と制御局間の光ファイバネットワークについて、波長多重技術や波長制御技術を用いて、経済性

と大容量性の面で電気事業に有効なシステム構成方法を提案した。
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